
 高野たけしの活動報告�
   ～住みやすいまちづくりに向けて～�

政治資金の残り　　　　　40,851円	

Vol.98 

支出…ポスター掲示用両面テープ        1,890円	

無所属　４６歳	

高野　たけし	
た　か　の	

高野たけしWebサイトにて活動ブログ更新中！　　http://www.takano-takeshi.com/　　検索ワード 【 高野たけし 】	

（6月〜8月の内訳）   	

逗子市議会議員  （ ５期 ）	

・逗子市議会議長	

・逗子市観光協会　理事	

・神奈川県議長会　監事	

・全国市議会議長会基地協議会　理事	

◆子育て環境の整備で魅力アップ	

　 生産年齢人口層が新たな居住地を選択する時、利便性、安
全性と並んで子育て環境を重視するとの統計結果が出ていま
す。	

　本市においても、保育園の待機児童解消を目的に新設保育
園の誘致などに取り組んできましたが、近年はいくつかの学

童保育においても待機状態が発生しています。特に利用希望
の多い逗子小学校区においては民間事業者が運営する学童
クラブの誘致を進めていくこととなっていますが、その他の小

学校区においても早目の対応が必要であると考え、順次行う
よう行政当局に提言したところです。	

　 働きながら子育てしやすい環境を整備することがまちの魅
力アップにもつながるものと捉え、ソフトとハード両面から引き
続き推進していきたいと思っています。	

　 令和元年第3回定例会において、平成30年度の決算報
告がありました。	
　 直近の3ヶ年を比較すると大幅な改善が見られますが、

これは一昨年度から一部事業の縮小・廃止を行うととも
に人件費の圧縮を図ったことによるもので、一般会計に

おける歳入額は縮小傾向にあることから（対前年度比
95.6%）、引き続き時流と市民ニーズを的確に捉えた事業
の取捨選択を行っていく必要があります。	

実質収支比率：標準財政規模に対する割合。	
　　　　　　　　　　一般的には3～5％が望ましいとされている。	
経常収支比率：経常一般財源に対する経常的経費の割合。	
　　　　　　　　　　一般的には70～80％が望ましいとされている。	
公債費比率：経常一般財源に占める公債費の一般財源所要額の比率。	
 　　　　　　　　一般的には10％以内が望ましいとされている。	
財政力指数：財政上の能力を示す指数。	
　　　　　　　 　この指数が1を超えるほど財源に余裕がある。	

【 財務比率の推移 】	

　	 実質収支比率	経常収支比率	 公債費比率	 財政力指数	

平成30年度	 9.0%	 92.5%	 8.2%	 0.871 	

平成29年度	 6.8%	 97.7%	 9.4%	 0.871 	

平成28年度	 3.9%	 101.5%	 10.4%	 0.872 	

　 また、社会保障費に充てられる扶助費の増加傾向を考
えると、生産年齢人口層の転入促進や健康寿命の延伸
対策など、構成比の圧縮を目的とした施策の拡充は待っ

たなしの時にきています。	

3,524,792	 3,632,077	 3,884,674	 3,997,701	 4,047,306	

19.5%	 19.7%	 19.9%	 20.5%	 22.1%	

H26年度	 H27年度	 H28年度	 H29年度	 H30年度	

扶助費	

構成比	

【 扶助費の推移と一般会計に占める割合 】	
（単位：千円）	

◆対象年齢の拡大で健康寿命を延伸	

　 日本人の健康寿命（健康に自立した生活を送れる年齢）は
男性が72.14歳、女性が74.79歳で、世界2位（1位はシンガポー
ル）という高水準を維持しています。しかしながら、平均寿命と

健康寿命の差は男性が8.84歳、女性が12.35歳と15年前と比
べ広がってきていることから（医療技術の進歩も要因の一つと

言えますが）、さらなる対策が求められています。	
　本市でも、運動・食事・健康管理・口腔ケア・社会参加を中心
とした健康増進策を進めていますが、高齢者中心の施策と

なっており、40代、50代を含めた中高年を対象としたプログラ
ムまでは十分に実施できていない現状にあります。当たり前

のことですが、中高年もあと数年から数十年後には高齢者と
なリます。高齢者になってからではなく、事前に生活の中でで
きる取り組みを推奨するよう、プログラムの拡充を担当所管に

提案致しました。	



　　	

どーなっているの？


◆対策工事は年内に着工予定	

市政に関するご意見、ご要望等がありましたらお寄せ下さい。	

 
送り先	 Tel / Fax：０４６-８７１-７３６８�

E-mail：takano_zushi@yahoo.co.jp�

　 5月21日に降った大雨の影響により、逗子海岸駐車場に隣接する崖地が
高さ約40メートル、幅約30メートルにわたって崩落。一時駐車場の利用はで
きませんでしたが、8月に入り仮防護柵を設置し、一部利用できるようになり

ました（43台の台数制限あり）。そして、本格的な対策工事に関しては国・県
と協議してきた結果、国の災害復旧事業補助金を活用して行うことに決定し

たところです。	
　 この後は10月頃に入札をかけ、年内には着工するスケジュールで進めて
いく予定となっていますが、今回の工事部分は810㎡に及ぶため、期間は約

1年間と長期にわたる見込みです。	
　 工事期間中も現在と同数の駐車場利用は可能となりますが、工事車両の

出入りも多いことが予想されるため、駐車場ご利用時や付近を通行される
際は十分にお気をつけ下さい。	

HELLO CYCLINGの実証実験がスタート	

ご意見をお聞かせください	備えあれば憂いなし	

　 今年も各小学校区において
避難所運営訓練が行われます。
いざという時に慌てないために

も、お住いの地域の訓練に足
を運んでみてください。	

　 子育て施策をテーマに議会
報告会&意見交換会を開催い
たします。	

　 11月15日（金）10時30分から
体験学習施設スマイルにて行	

　 逗子市とシェアサイクル事業を手掛けるシナネンモビリティPLUS株式
会社との間で、レンタル電動自転車の実証実験に関する協定を締結。
市民及び来訪者の周遊性を高め地域経済の活性化を図ることを目的

に、市内7ヶ所(逗子市役所、逗子市立体育館、第一運動公園、披露山
公園、桜山中央公園、新宿会館、リビエラ逗子マリーナ)にサイクル

ポートが設置されました。	
　 利用料金は15分60円、1日最大1,000円
となっておりますので、機会があれば利
用してみてはいかがでしょうか。	

　 ちなみに逗子市内での実証実験は12
月27日までの予定となっています。	

詳細は下記URLからご覧になれます。	
https://daichari.hellocycling.jp/	

※託児スペースも用意いたしますの
で、乳幼児をお連れの方は11月1日
までに議会事務局（046-872-8141）
へお申し込み下さい。	

 ・小坪小学校地区　10月12日（土）	
 ・久木小学校地区　10月27日（日）	
 ・池子小学校地区　11月16日（土）	
 ・沼間小学校地区　11月23日（土）	
 ・逗子小学校地区　R2/1月25日（土）	

いますので、
ご興味のあ
る方は是非

ご参加くだ
さい。	

現在、仮防護柵が設
置 さ れ て い ま す が
（写真左）、崩落直後
（写真右）と比べ崩落
部分が拡大している
ことからも早期の着
工が待たれます。	


